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よって「自己生産」する。カントは有機体的存在を「自己自身を組織化していく存在者（das sich selbst 












Organische Physik (有機的な自然学 )」では、鉱物学、地質学、地理学、植物学、動物学などが扱われ
ている。
この組み入れには、イェーナ期以来、「非有機的なもの」の対極に「有機的なもの」を上位に位置づ





とみられるのである 21｡  このことは、ヘーゲル哲学全体においてどのような意義をもつのであろうか。
「有機体」論は、彼の哲学大系（論理学―自然哲学―精神哲学）において、自然哲学の最終部、すな
わち、精神哲学への移行部にあたるが、イェーナ後期以降、ヘーゲルは＜「自然」から「精神」が生成
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「生命」は、『大論理学』の最終章「理念章」（1. 生命　2. 認識　3. 絶対的理念）において「直接的な理念」
（6.474.WLⅡ）として考察される。ここに登場する諸概念は、「自然哲学」における「有機的な自然
学」28における「動物的有機体」とほぼ重なる 29｡  それゆえ、適宜、そのテキストも援用しつつ、考察
していこう。
① 生命ある個体
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が自分たちにむかって






























































































































































































Werke in zwanzig Bänden, Suhrkamp）の巻数および頁数を施してある。アカデミー版全集（Gesammelte Werke.
hrsg.von Rheinisch-Westfälischen Akademie der Wissenschaft）からの引用は、GWの略記号の後、巻数および頁
数を施してある。
 WLⅠ ＝ Wissenschaft der Logik, Erstes Buch .1812/13
 WLⅡ =  Wissenschaft der Logik, Zweites Buch.1812/13
 Phäno＝  Phänomenologie des Geistes　 
 Diffe　＝ Differenz des Fichte’schen und Schelling’schen Systems der Philosophie 
1  Vladimir Jankélévitch, Penser la mort ? , 1994, Liana Levi. 原 章二訳 ,『死とはなにか』 青弓社 , 1995年 , pp.13-14
2 「臓器の移植に関する法律」平成9年7月16日法律第104号。最終改正は平成21年7月17日法律第83号。
一般には「臓器移植法」と呼ばれる。





ブルダッハ （Karl Friedrich Burdach）が創作した造語である。 松永澄夫「近代科学の分析の方法と生命科学」
『哲学史を読むⅠ』東信堂 , 2008年 , p172－221参照。
4 注３を参照。
5 1992年採択，93年5月28日日本締結，93年12月29日発効。




8 中村 桂子 『自己創出する生命』哲学書房 , 1993年
9 野尻，前掲書，p.34
10 『1800年の体系断片』〔GW.Ⅰ . 419-422〕
11 『差異論文』〔Diffe. GWⅡ .96〕,『大論理学』〔GW. V. 74〕〔GW.Ⅵ . 41〕
12  一貫してヘーゲルを「生の哲学」ととらえる解釈としてはH.Marcuse, Hegels Ontologie und die Theorie der 
Geschichtlichkeit ,3.Auﬂage, Klostermann, 1975．吉田 茂芳訳『ヘーゲル存在論と歴史性の理論』未來社 , 1980
年
13 ヘーゲル哲学を「精神」からとらえる代表的見解については、岩佐 茂 ・島崎 隆 編著『精神の哲学者 ヘー
ゲル』 創風社，2003年。
14 新田 義弘「無為自然と有為自然 ―自然と人間のあいだ―」『生命と知』すずさわ書店 ,1997年 , p.137
15 野尻，前掲書，p.87





18  野尻 , 前掲書，p.86
19 加藤 尚武「有機体の概念史」『シェリング年報’ 03　第11号』晃洋書房，2003年
20 Immanuel Kant，Kritik der Urteilskraft，Berlin Akademie Verlag〔KU, V , 374〕





のである（加藤 尚武監訳『イェーナ体系構想』法政大学出版局所収 , 1999年）。
 ・イェーナ体系構想Ⅰ　1803/04年　『実在哲学Ⅰ』 ＝ 自然哲学Ⅰ ＋ 精神哲学Ⅰ
 ・イェーナ体系構想Ⅱ　1804/05年　『LMN』　　 ＝ 論理学　 ＋ 自然哲学Ⅱ
 ・イェーナ体系構想Ⅲ　1805/06年　『実在哲学Ⅱ』 ＝ 自然哲学Ⅲ ＋ 精神哲学Ⅱ
24 野尻 , 前掲書 , p.160ff.
25 伊坂 青司「ヘーゲル自然哲学における生命＝有機体論―ロマン主義的自然観との関連において」『東北哲


























30 Maturana,H.R. and Varela,F.J., The Tree of Knowledge:the Biological Roots of Human Understanding, 1987, New 
Science Library : Boston ; 1992,  管啓 次郎訳 『知恵の樹 — 生きている世界はどのようにして生まれるのか』朝
日出版社，1987年。および 河本 英夫「生命」『事典哲学の木』講談社 , 2002年 , pp.623-636参照。










35 松浪 信三郎 訳「死に至る病」『キルケゴール著作集11 』白水社 , 1995年 , p.20
36 ヘーゲル特有の「矛盾」の概念については、高山 守『ヘーゲル哲学と無の論理』東京大学出版，2001年，
第6章。および拙論「ヘーゲル論理学における「矛盾」の概念とカントのアンチノミー論批判」『ヘーゲル哲
学研究』第17号 , 日本ヘーゲル学会 , 2011年 ,pp.163-177 を参照。
なお、本研究は、平成22－24年度科学研究費　若手研究（Ｂ）「ヘーゲル及びドイツ観念論における生命概
念研究－現代社会における倫理問題の礎として」の研究成果の一部である。
116
